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運
ば
れ
る
料
理
を
、
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

会
員
の
石
山
秀
雄
さ
ん
か
ら
は
、
昨
年

同
様
、
来
年
の
干
支
で
あ
る
午
（
う
ま
）

の
根
付
が
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、

会
員
の
椎
名
鉄
雄
さ
ん
に
よ
る
、
民
謡
の

披
露
で
す
。
椎
名
さ
ん
は
、
２
０
２
５
年

の
千
葉
市
民
謡
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
「
金
壽

年
の
部
」
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ

の
お
話
を
う
か
が
い
、
幹
事
会
で
唄
の
披

露
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ご
披
露
い
た
だ
い
た
１
曲
目
は
「
津
軽

山
唄
」、
２
曲
目
は
「
箱
根
馬
子
唄
」。
い

ず
れ
も
、
ゆ
っ
た
り
と
染
み
入
る
声
に
、

み
ん
な
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
全
員
が
立
ち
上
が
っ

て
肩
を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
。
続
く
髙
森

事
務
局
長
の
三
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

経
済
学
部
同
窓
会
２
０
２
５
年
忘
年
の

集
い
が
、
12
月
６
日
（
土
）
に
、
日
比
谷

公
園
近
く
に
あ
る
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
本
社

ビ
ル
地
下
一
階
の
、
レ
ス
ト
ラ
ン
綴
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

綴
の
店
内
は
、
壁
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
照
明

が
ほ
の
暗
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。

参
加
し
た
41
名
の
会
話
が
弾
む
中
、
次
々

経
済
学
部
同
窓
会
忘
年
の
集
い
で

  

椎
名
鉄
雄
さ
ん
が
津
軽
山
唄
な
ど
を
披
露

自慢ののどで熱唱される
椎名鉄雄さん

最後は全員肩を組んでの校歌斉唱

12
月
13
日（
土
）、
経
済
学
部
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、

午
前
中
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
日
本
語
部

門
、
英
語

部
門
別
に

行
わ
れ
、
日
本
語
部
門
に
同
窓
会
か
ら
２
名

の
審
査
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
終
了
後
に
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
、
日
本
語
部
門
は「
勝
つ
の
は
ア
ス
リ
ー

ト
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
投
資
で
み
る
ス
ポ
ー

ツ
関
連
企
業
の
躍
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

岡
部
ゼ
ミ
Ａ
チ
ー
ム
、
英
語
部
門
は

「BeyondLabels:RethinkingADHDE
ducationforUniversityS
tudents

」を
テ
ー
マ
と
し

たStroud

ゼ
ミ
Ａ
チ
ー
ム
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
発
表
の
後
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
同
窓

会
か
ら
は
、
決
勝
戦
参
加

全
チ
ー
ム
に
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
員
２
名
を
派
遣

日本語部門で優勝した岡部ゼミＡチーム

英語部門で優勝したStroudゼミＡチーム
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　　法
政
大
学
経
済
学
部
長

竹

　口

　圭

　輔

　

　
謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に
は
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し 

上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
同
窓
会
の
歩
み
に
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
母
校
を
見
守
り
続
け
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
は
、
現
役
学

生
に
と
っ
て
も
大
き
な
支
え
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
学
部
・
学
生
と
同
窓
生
と

の
つ
な
が
り
が
、
よ
り
確
か
な
も
の
と

な
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
新
し
い
一
年
が
健

や
か
で
、
心
豊
か
な
日
々
と
な
り
ま
す

よ
う
、
深
く
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年
元
旦  

　一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会
会
長

竹

　中

　宣

　雄

　

　
新
年
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
経
済
学
部
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
会
員
同
士
の
親
睦
に
と
ど
ま
ら
ず
、

経
済
学
部
執
行
部
と
強
い
結
び
つ
き
を

維
持
さ
れ
る
と
共
に
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
」
等
を
通
じ
、
学
生
支
援
を
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
へ
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
校
友
会
も
、
校
友
会
奨
学
金
や
正
課

授
業
「
社
会
連
携
講
座
」
等
を
実
施
し
、

い
っ
そ
う
大
学
・
学
生
支
援
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
共
に
手
を
携
え
「
法
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
さ
ら
に
広
げ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　
経
済
学
部
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
ご
参
加
と
ご
支
援
を
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年
元
旦

　法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
長

村

　田

　紀

　敏

　

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
輝
く
太
陽

の
光
を
浴
び
躍
動
の
年
を
お
迎
え
の
事

と
存
じ
ま
す
。
箱
根
駅
伝
出
場
は
敗
れ

ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
夫
々
新
た
な

目
標
を
定
め
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
法
政
経
友
会
は
、
会
員
の
交
流
・
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う

学
生
た
ち
の
挑
戦
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
社
会
で
活
躍
さ
れ
る
方
へ
も
、

励
み
に
な
る
経
験
知
を
発
信
し
て
い
く

機
関
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

　
世
界
は
気
候
変
動
、
分
断
の
危
機
に

あ
り
ま
す
が
、
最
近
聞
き
直
し
た
曲

が
あ
り
ま
す
。“W

hat a wonderful 
world”

シ
ン
プ
ル
だ
が
地
球
の
素
晴
ら

し
さ
を
謳
う
言
葉
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
最
後
に

－－「
赤
ち
ゃ
ん

の
泣
き
声
が
聞
え
る
　
彼
等
の
成
長
を

見
守
ろ
う
　
彼
等
は
私
達
よ
り
　
よ
り

多
く
の
事
を
学
ぶ
だ
ろ
う
」

２
０
２
６
年
元
旦

２
０
２
６
新
年
の
ご
挨
拶

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
毎
年
皆
さ
ま

に
、
経
済
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
サ

マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
紹

介
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
こ
れ
ま

で
実
績
を
お
持
ち
の
企
業
や
団
体
に
対
し

て
は
、
大
学
か
ら
の
直
接
の
要
請
に
お
応

え
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
、
ア
セ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会

社
、
コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社
、
税
理
士
法
人

ス
リ
ー
エ
ス
、
東
京
信
用
金
庫
及
び
文
化

シ
ャ
ッ
タ
ー
株
式
会
社
の
合
計
５
社
・
団

体
に
計
７
名
の
学
生
が
派
遣
さ
れ
、
10
〜

11
月
に
か
け
て
実
習
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
実
社

会
で
の
体
験
や
学
習
に
対
す
る
学
生
の

関
心
は
高
く
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
皆
さ
ま
と
ご
関
係
の
あ
る
企

業
・
団
体
を
引
続
き
ご
紹
介
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
実
績
の
あ
る
企
業
や
団
体
に
対
し

ま
し
て
は
、
大
学
よ
り
直
接
コ
ン
タ
ク

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
賜
れ
れ

ば
幸
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
れ
に
前
向
き
な
企
業
・
団
体
を
ご
紹

介
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
髙
　
森
　
正
　
雄

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　受
入
れ
企
業
紹
介
の
お
願
い
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呉
正
男
さ
ん
の
活
動
に
よ
り
台
湾
出
身
戦
没
者
の

    

慰
霊
碑
が
横
浜
市
磯
子
区
の
真
照
寺
に
建
立
さ
れ
る

会
長
代
行

　加 

藤  

　毅

部
教
授
の
髙
栁
俊
男
先

生
、
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
准
教
授
の
北
口
由

望
先
生
も
加
わ
っ
て
慰
霊

碑
を
訪
れ
ま
し
た
。
慰
霊

碑
は
、「
祖
国
台
湾　

母

国
日
本
」
と
書
か
れ
た
碑

を
中
心
に
、
３
柱
が
建
立

さ
れ
、
呉
さ
ん
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
碑
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
横
浜
中
華

街
の
横
浜
大
飯
店
本
店
に

皆
で
移
動
し
食
事
会
。
和

や
か
な
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。

戦
後
80
年
の
節
目
の

２
０
２
５
年
、
台
湾
出
身

戦
没
者
の
慰
霊
碑
が
、
横

浜
市
磯
子
区
の
真
照
寺
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

建
立
活
動
の
中
心
に
な
っ

た
の
が
、
同
窓
会
員
の
呉

正
男
さ
ん
（
98
）
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
時

に
は
、
３
万
３
０
６
名
と

さ
れ
る
台
湾
出
身
者
が
、

戦
没
し
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
首
都
圏
に
は
、
奥
多

摩
に
台
湾
出
身
戦
没
者
の

慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
が
、

「
参
拝
し
や
す
い
所
に
慰

霊
碑
を
」
と
い
う
思
い
に

応
え
た
の
が
真
照
寺
で
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
の
資
金
を
元
に
慰

霊
碑
が
完
成
し
ま
し
た
。

11
月
24
日
、
経
済
学
部

同
窓
会
の
有
志
８
人
に
、

法
政
大
学
大
国
際
文
化
学

右から3人目が呉さん

2026 年 謹賀新年
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　教
授
会
執
行
部
一
同

経
済
学
部
長

竹

　口

　圭

　輔

教
授
会
主
任

菅

　原

　琢

　磨

教
授
会
主
任

松

　野

　
　
　響

教
授
会
副
主
任

高

　橋

　秀

　朋

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
現
代
日
本
の
国
立
公
園
制
度
の
研
究
」

 

｜
国
立
公
園
は
自
然
保
護
の
砦
か
｜

（
時
潮
社
、
六
〇
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913
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本年もよろしくお願い　申し上げます 会報では広告を募集しています。あいさつ広告と企業広告
があります。お申込みは事務局へ。広告の掲載料金は
同窓会活動に大いに役立っております。幅広い会員各位の
ご協力をお願いいたします。

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

公
認
会
計
士
法
友
会

昭
和
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

太

　田

　荘

　一

〒

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
四
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（正
和
ハ
イ
ツ
）

電

　話

　〇
八
〇（
七
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚
昇

169-
0074

日
高
ゼ
ミ
　
１
９
６
９
年
卒

博
士
（
学
術
）

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

現
代
俳
句
協
会
会
員胡

　
口
　
靖
　
夫

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

財
政
部
会
長

株
式
会
社
　榎
本
興
産
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒

財
政
部
会

副
部
会
長

榎

　本

　勝

　治

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
関
前
三
｜
四
｜
十
一

電

　話

　〇
四
二
二
（
五
二
）
七
一
七
二

180-
0014

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   
話

　〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

三
和
建
装
株
式
会
社

元   

角   

昌   

三

江
戸
川
区
船
堀
一
｜
一
｜
二
六
　
十
階
（
一
〇
一
八
号
）

電
話
　
〇
九
〇（
九
〇
三
九
）
六
二
六
一

軽
井
沢
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

フ
ォ
ー
ク
レ
ス
法
律
事
務
所

生
前
対
策
専
門
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士

（
１
９
８
８
年
卒
業
・
ツ
ル
ミ
ゼ
ミ
）

金
　

久
　

保
　
　
健

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協
議
会
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
七
・
〇
七
一
六

E-m
ail : kikeno@

jcos.org

150-
0002 理

事
長

池
　
野
　
健
　
一

有
限
会
社
　
エ
ス
ケ
ー（
江
戸
川
南
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
日
本
間
質
性
膀
胱
炎
患
者
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー
理
事
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
卒
（
山
本
ゼ
ミ
）

関

　
　
　善

　明

〒

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西

　
　
　
　六
｜
十
五
｜
十
四
｜
五
〇
一

電

　話

　〇
三
（
五
六
九
六
）
三
五
五
三

134-
0085

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
32
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

森

　
　
　昭

　七

〒

東
京
都
板
橋
区
仲
町
一
八
｜
五

電

　話

　〇
九
〇（
四
〇
五
一
）七
九
七
四

173-
0022

平
塚
市
旭
北
地
区
体
育
振
興
会
顧
問

法
政
湘
南
ト
ポ
リ
ン
コ
ー
ル
主
宰

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
35
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

顧

　問

古

　谷

　公

　利

〒

神
奈
川
県
平
塚
市
徳
延
三
丁
目
二
番
一
九
号

電

　話

　〇
四
六
三
（
三
二
）〇
四
四
七

254-
0902

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
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本年もよろしくお願い　

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   

話

　〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

　井

　信

　朗

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西

　
　
　
　
　   

三
ー
六
｜
七
｜
一
〇
六

電   

話

　〇
四
三（
二
七
二
）四
五
三
六

233-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

顧      

問

山   

川   

次   

郎

株
式
会
社
加
賀
ラ
イ
ズ

　
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
35
年

一
九
六
七
年
卒
（
上
杉

　捨
彦
ゼ
ミ
）

代
表
取
締
役

髙

　根

　典

　文

〒

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
｜
十
五
｜
十
一

日
東
ビ
ル

江
東
法
友
会
名
誉
会
長

101-
0021

一
般
社
団
法
人

　東
京
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

一
九
七
五
年
経
済
学
科
卒

高

　野

　
　
　稔

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
１
２
０
ア
イ
ラ
ン
ド
・
コ
ア

電   

話
　
〇
四
五
（
八
六
二
）
一
七
〇
〇

株
式
会
社
ア
ウ
ィ
ン
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

田
　
島
　
榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
卒

１
９
７
１
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
大
木
戸
町
九
三
｜
六
九

　
　
　

電   
話
　
〇
四
三
（
二
九
四
）
五
〇
八
八

267-
0057

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
　

査
　

役

田
　
口
　
雅
　
美

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
　査
　役

原

　木

　正

　司

〒

神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
東
山
田
町
一
三
〇
四

224-
0024

昭
和
46
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

顧
　
　
問

上
　
城
　
　
　
功

〒

東
京
都
八
王
子
市
松
木
五
五
｜
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二（
六
七
〇
）〇
六
九
六

192-
0362

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
顧
問

法
政
大
学
東
京
都
校
友
会
渋
谷
支
部
顧
問

昭
和
42
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

惠

　良

　郁

　文

〒

東
京
都
渋
谷
区
本
町
四
｜
四
八
｜
五

電
話

　〇
三
（
三
三
七
五
）二
二
二
一

151-
0071

法
政
大
学
校
友
会

落
語
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会道

　
城
　
猛
　
史

〒

東
京
都
武
蔵
村
山
市
大
南
一
｜
一
五
三
｜
七

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
五
六
二
）
八
〇
六
七

208-
0013

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

一般社団法人

会　長　竹中　宣雄
副会長　田﨑　　稔
　　　　三井　和夫
　　　　石渡　洋行
　　　　池谷　文雄
　　　　木嶋　伸一
　　　　

監　事　発地　敏彦
　　　　飯塚　　昇
　　　　小池　邦吉
　　　　沖田　吉史
　　　　坂本　考史

大森　廣行
中村寿美子
岡本　�司
田中　利幸
野口みどり

終身会員募集中！（終身会費 30,000 円）
法政大学校友会

〒102-0073 東京都千代田区九段北 3－2－3 九段校舎 4 階
TEL 03－3264－1831　FAX 03－3264－4770
E-mail ： jimukyoku@hoseinet.or.jp

事務局



6第 96号2026年（令和８年）１月１日 法政大学経済学部同窓会報

関
口
　
　
衛
（
72
年
卒
）

　
　
板
東
市
　
88
歳

　

法
政
大
学
経
済
学
部
の
ご
発
展
を
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
令
和
７
年
５
月
１
日
付
、
瑞

宝
小
綬
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
法
政
大
学
で
学
び
、
茨
城
県

立
高
等
学
校
に
拝
職
し
、
36
年
間
勤
務

し
、
５
年
間
校
長
を
勤
め
た
結
果
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
間
、
沢
山
の
方
々
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

　
　
　
　
　
川
上
　
良
一
（
92
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
越
谷
市
　
66
歳

　

理
工
系
月
刊
誌
『
設
備
と
管
理
』（
オ
ー

ム
社
）
の
４
月
号
（
３
月
11
日
発
売
）
ま

た
は
、５
月
号
（
４
月
10
日
発
売
）
に
、「
私

の
合
格
体
験
記
」
と
し
て
拙
稿
が
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
で
６
回
目
な
の
で

す
が
、
今
回
合
格
し
た
の
は
、
昨
年
10
月

５
日
に
受
験
し
た
大
気
関
係
第
一
種
公
害

防
止
管
理
者
国
家
試
験
で
す
。

　

平
成
29
年
に
特
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許

を
取
得
し
た
私
で
す
が
、さ
ら
に
ボ
イ
ラ
ー

の
見
識
を
拡
げ
る
た
め
に
受
験
学
習
し
た

の
が
、
こ
の
難
関
資
格
で
す
。
地
球
環
境

問
題
や
廃
棄
物
処
理
な
ど
出
題
範
囲
は
幅

広
く
、
経
済
学
研
究
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
で
111
件
目
の
資
格
取
得
で
す
。

　
　
　

　

角
田
　
　
勇
（
64
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
山
市
　
84
歳

　

同
窓
会
報
95
号
の
会
員
短
信
（
折
込
み
）

古
谷
さ
ん
（
神
奈
川
）
に
あ
っ
た
都
市
無

差
別
空
襲
を
指
揮
し
た
カ
ー
チ
ス
・
ル
メ

イ
司
令
官
の
勲
一
等
は
、
自
民
党
を
ぶ
っ

壊
す
と
言
っ
て
首
相
に
な
っ
た
人
の
父
上

が
、
防
衛
庁
長
官
と
し
て
尽
力
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
丁
度
今
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
と
語
っ
た
こ
と

と
重
な
り
ま
す
。
ル
メ
イ
氏
は
自
衛
隊
航

空
隊
の
創
設
に
功
が
あ
っ
た
と
い
う
理
由

だ
そ
う
で
す
が
、
釈
然
と
し
ま
せ
ん
。
私

も
焼
夷
弾
の
落
ち
る
中
で
逃
げ
惑
っ
た　

一
人
で
す
。

竹
内
　
寶
昭
（
62
年
卒
）

　
　
　
目
黒
区
　
89
歳

　

１
９
３
６
年
東
京
生
ま
れ
。
父
の
仕
事

の
関
係
で
幼
児
の
こ
ろ
中
国
（
旧
満
州
）

へ
。
幼
稚
園
は
満
州
の
新
京
（
現
・
長
春
）

小
学
校
は
牡
丹
江
の
円
明
国
民
学
校
で
し

た
。
小
学
３
年
生
の
と
き
に
父
不
在
の
な

か
、
１
９
４
５
年
８
月
９
日
ソ
連
の
参
戦

で
、
避
難
せ
よ
と
の
連
絡
で
、
牡
丹
江
駅

に
妹
と
弟
の
手
を
引
い
て
、
リ
ュ
ッ
ク
を

背
に
走
り
、
貨
物
列
車
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
母
36
歳
、
長
男
の
小
生
と
妹
弟
４
人

を
抱
え
て
の
引
揚
げ
で
し
た
。

　

そ
の
間
に
三
男
が
亡
く
な
り
土
葬
。
吉

林
、
長
春
を
経
て
、
１
９
４
６
年
秋
に
葫

蘆
島
か
ら
引
揚
船
で
博
多
港
へ
。
戦
後
80

年
の
記
憶
と
し
て
思
い
起
こ
し
ま
す
。
お

陰
様
で
兄
弟
姉
妹
現
在
６
人
皆
元
気
で
す
。

継
続
こ
そ
力
な
り
と
の
言
葉
で
、
ジ
ム
通

い
の
お
陰
も
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
の
送
受
信
、
俳
句
、
読
書
の
時
間
も

増
え
ま
し
た
。
最
近
読
ん
だ
本
何
冊
か
を

紹
介
し
、
近
況
に
代
え
ま
す
。

　

① 

小
説
上
杉
鷹
山　

　
　

 　
童
門
冬
二
著　

集
英
社
文
庫

　

② 

多
読
術

　
　

 　
松
岡
正
剛
著

　
　

 　
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書　

　

③ 

追
悼
の
達
人

　
　

 　
嵐
山
光
三
郎
著　

新
潮
社

　
　

正
座
し
て
忠
怨
と
記
す
筆
始
め

　
　

銀
漢
や
菰
の
水
葬
深
海
へ

　
　

冬
の
雷
常
緑
樹
林
奥
の
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寶
昭

胡
口
　
靖
夫
（
69
年
卒
）

　
　
　
渋
谷
区
　
84
歳

　

私
は
、
会
報
第
95
号
に
寄
稿
し
た
「
会

員
短
信
」
の
最
後
に
「
竹
内
實
昭
氏
か
ら

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
活
用
を
お
薦
め
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
老
生
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
に
ま
っ
た
く
興
味
の
な
い
自
称『
旧

石
器
時
代
人
』で
す
。
ご
海
容
く
だ
さ
い
。」

と
書
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
ス
マ
ホ
に
限

定
し
て
そ
の
理
由
を
詳
し
く
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

茨
城
か
ら

  

埼
玉
か
ら

  

千
葉
か
ら

  

東
京
か
ら



7 第 96号 2026年（令和８年）１月１日法政大学経済学部同窓会報
　

私
は
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ガ
ラ
ケ
ー
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
俳
句
の
吟
行
の
た
め
単
独
の
旅
行
が

多
い
の
で
、
家
族
が
心
配
し
て
持
た
さ
れ

て
い
る
た
め
で
す
。
因
み
に
今
秋
の
吟
行

で
最
も
長
か
っ
た
の
は
、
９
月
19
～
23
日

の
、
岩
手
県
花
巻
市
・
遠
野
市
・
釜
石
市

を
め
ぐ
る
旅
で
し
た
。
詠
ん
だ
拙
句
の
う

ち
若
干
は
『
河
北
新
報
』
俳
壇
に
投
句
し

ま
し
た
。
入
選
し
た
か
否
か
現
時
点
で
は

残
念
な
が
ら
不
明
で
す
。

　

本
題
に
入
り
ま
す
。
私
が
ス
マ
ホ
を
所

持
し
な
い
の
は
、
10
年
以
上
前
、
外
国
の

大
学
で
の
長
期
勤
務
を
終
了
し
、
久
し
ぶ

り
に
帰
国
し
た
と
き
の
経
験
に
よ
り
ま
す
。

東
京
駅
か
ら
中
央
線
に
乗
っ
て
帰
宅
し
た

際
の
光
景
に
、
衝
撃
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

　

誰
一
人
と
し
て
、
読
書
や
新
聞
を
読
ん

で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
乗
客
全

員
が
黙
々
と
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い
ま
し

た
。
異
国
に
来
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
エ
イ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
か
と
思
う
程

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
先
日
あ
る
新

聞
に
、
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
人
程
活
字
に

接
す
る
時
間
が
少
な
い
と
い
う
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。
極
端
な
人
は
ゼ
ロ
時
間
だ
と

あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
全
国
紙
・
地
方
紙
合
計
４
紙
の
俳

壇
に
拙
句
を
毎
月
30
数
句
投
句
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
Ｚ
世
代
が
、
読
み
も
し

な
い
で
既
製
勢
力
と
し
て
無
視
す
る
新
聞

４
紙
や
先
人
の
句
集
な
ど
を
、
じ
っ
く
り

読
み
込
ん
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
研
鑽
を
積
ん

で
い
ま
す
。

新
井
　
宣
男
（
60
年
卒
）

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
88
歳

　

い
つ
も
同
窓
会
報
を
送
付
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
高
校
３
年
の

孫
（
女
性
）
が
、
法
政
の
経
済
学
部
か
経

営
学
部
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
経
済
学
部
経
済
学
科
に
行
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
。
孫
の
一
生
の
こ

と
な
の
で
、
助
言
を
し
な
が
ら
本
人
に
決

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
時

に
親
し
い
グ
ル
ー
プ
は
10
人
で
し
た
が
、

今
は
３
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
趣
味
の
居
合
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゴ
ル
フ
、
健
康
麻
雀
等
で
余
暇
を
送
っ
て

い
ま
す
。　

　

古
谷
　
公
利
（
60
年
卒
）

平
塚
市
　
87
歳

　

新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。〝
光
陰

矢
の
如
し
〟
で
、小
生
も
正
月
下
旬
に
〝
米

寿
〟
を
迎
え
る
高
齢
者
で
す
。
心
身
共
に

「
脆
弱
」
で
す
。
明
治
40
年
（
１
９
０
７
年
）

創
作
の
デ
カ
ン
シ
ョ
節
の
詞
に
、〝
後
の
半

年
ゃ
寝
て
暮
ら
す
〟
の
詞
が
あ
り
ま
す
。

富
豪
の
駄
洒
落
で
し
ょ
う
か
！
う
ら
や
ま

し
い
歌
詞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
生
も

そ
の
続
き
を
替
え
歌
詞
を
創
り
、
酒
席
で

唄
っ
て
み
ま
し
た
。

　

デ
カ
ン
シ
ョ
、
デ
カ
ン
シ
ョ
で
半
年
ゃ

暮
ら
す
、
ヨ
イ
ヨ
イ
ー
後
の
半
年
や
寝
て

暮
ら
す
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、
デ
ッ
カ
ン
シ
ョ
→

［
元
歌
］

　

―
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
―
替
え
唄
詞

（
案
）

　

桜
は
上
野
か
、
西
郷
さ
ん
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、

　

―
そ
こ
か
ら
桜
島
見
え
ま
す
か
！
ヨ
ー

イ
ヨ
ー
イ
、デ
ッ
カ
ン
シ
ョ
→（
替
え
唄
詞
）

失
礼
し
ま
し
た
。
昔
日
の
懐
か
し
い
曲
で

ハ
ー
モ
ニ
カ
で
も
独
奏
し
て
い
ま
す
。

工
藤
　
泰
宏
（
61
年
卒
）

横
浜
市
　
87
歳

　
「
齢
を
重
ね
て
早
や
米
寿
、
や
が
て
白
寿

が
や
っ
て
く
る
」

　

80
代
も
後
半
に
な
る
と
、
診
察
券
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
歴
50
年
、
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
力
の
衰
え
も

あ
っ
て
ス
コ
ア
は
３
桁
が
多
く
な
り
、
達

成
は
夢
と
消
え
ま
し
た
。

　

最
近
は
町
内
の
老
人
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

人
生
100
年
時
代
、
も
う
少
し
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

神
奈
川
か
ら

古
山
　
久
能
（
94
年
卒
）

西
宮
市
　
59
歳

　

ご
縁
が
あ
り
、
昨
年
よ
り
神
戸
大
学
の

医
学
部
未
来
医
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

に
て
、
医
療
機
器
開
発
の
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
。
長
年
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
開
発
の
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
の
仕
事
は
そ
れ
ら
の
経

験
の
総
括
的
な
仕
事
で
す
。

　

こ
の
年
齢
で
、
毎
日
楽
し
く
、
自
分
の

好
奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
、
人
の
為
に
な

る
、
非
常
に
有
意
義
な
仕
事
を
し
て
お
り
、

幸
せ
で
す
。

【
新
　
入
　
会
　
員
】

　

２
０
２
５
年
８
月
～ 　

  

（ ）
は
西
暦
卒
年  

　

宮　

岸　
　
　

澪
（
学
生
）

　

首　

藤　

諒　

也
（
学
生
）　

　

中　

西　
　
　

充
（
25
）

　

岩　

田　

麻　

希
（
25
）

　

富　

田　

京　

子
（
25
）

　

池　

田　

佳　

子
（
25
）

　

高　

塚　

善　

弘
（
92
）

　

山　

田　

友　

章
（
25
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
９
月
～          

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

  

兵
庫
か
ら

寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）　

　

会　

田　

久
仁
夫　

10
口
（
67
）

　

村　

田　

紀　

敏　

50
口
（
66
）

　

花　

澤　

良　

三　

50
口
（
71
）

　

髙　

橋　

将　

昭　

50
口
（
60
）

　

高　

橋　

久　

之　

50
口
（
60
）

　

日　

高　

興
一
郎　

10
口
（
72
）

　

髙　

森　

正　

雄　

10
口
（
70
）

　

佐　

竹　
　
　

敬　

２
口
（
57
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
９
月
～  

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

　

髙　

森　

正　

雄　

10
口
（
70
）

２
０
２
５
年
９
月
～

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご

逝
去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
同

窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

斎　

藤　
　
　

誠
（
59
）

　

石　

渡　

久　

雄
（
78
）　

　

松　

葉　

尚　

志
（
63
）

　

青　

木　

三　

男
（
58
）

　

春　

日　

俊　

夫
（
58
）

　

坂　

本　

道　

彦
（
62
）

　

佐　

伯　
　
　

正
（
57
）

　

百　

　々

勇　

司
（
51
）

　

木　

田　

文　

夫
（
58
）

　

鈴　

木　

庸　

介
（
59
）

　

菅　

井　

弘　

明
（
65
）

　

竹　

中　

孝
之
輔
（
57
）

※
百
々
勇
司
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
掲
載
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

事務局からのお知らせ
光陰矢の如しで、今年も師走となりました。ここ

多摩キャンパスも、ほどなくして冬休みに入りま
す。事務局も「忘年の集い」が盛況のうちに幕を閉
じ一段落といったところで、下旬に会報の発送作業
を終えると、本年の仕事納めとなります。

会員の皆さまには一年間大変お世話になり、厚く
御礼申し上げます。どうか、皆さまよい新年をお迎
えになりますよう、祈念申し上げます。

・  9月20日（土）第２回代表・常任合同幹事会
・10月  8日（水）教授会執行部との懇談会
・11月15日（土）第３回代表・常任合同幹事会
・12月  6日（土）忘年の集い

・12月13日（土）学生プレゼンテーション大会
・12月19日（金）同窓会報発送作業

・  1月10日（土）新年日本橋七福神巡り
・  1月31日（土）第４回代表・常任合同幹事会
・  3月21日（土）第５回代表・常任合同幹事会
・  3月24日（火）卒業祝賀会

（事務局長　髙森　正雄）
最近の活動

今後の予定

【訂正】
95号10ページの徳田邦康様のお名前は、正しく

は徳田訓康様でした。お詫びして訂正します。

法
政
大
学
と
の
出
会
い

私
は
、
昭
和
15
年
に
種
子
島
に
生
ま

れ
、
昭
和
33
年
に
鹿
児
島
で
高
校
を
卒

業
。
最
初
の
就
職
先
は
傘
を
輸
出
す
る

大
阪
の
貿
易
会
社
で
し
た
が
、
入
社
時

の
自
身
の
目
標
と
は
違
っ
た
た
め
、
昭

和
36
年
に
退
社
、
故
郷
の
種
子
島
に
戻

り
ま
し
た
。

帰
郷
後
、
郷
里
の
市
役
所
に
採
用
が

決
ま
り
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

公
務
員
に
な
っ
た
以
上
、
管
理
職
に
な

る
べ
く
大
学
で
勉
強
を
と
思
い
、
法
政

大
学
の
通
信
教
育
で
学
ん
で
い
る
近
く

の
方
に
学
習
の
内
容
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
役
所
の
業
務
に
支
障
を
き
た

さ
ぬ
よ
う
心
が
け
な
が
ら
勉
学
に
励

み
、
昭
和
47
年
３
月
に
無
事
卒
業
す
る

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
市
役
所
で
の
、
最
終
の
役

職
は
監
査
事
務
局
長
で
し
た
。

日
本
習
字
を
習
得

卒
業
後
は
何
か
人
の
役
に
立
つ
こ
と

を
と
考
え
、
日
本
習
字
を
通
信
教
育
で

学
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
努
力
の
結

果
、
平
成
28
年
に
は
最
高
位
の
八
段
と

な
り
、
現
在
は
、「
秀
雲
斎
晃
峰（
し
ゅ

う
う
ん
さ
い
・
こ
う
ほ
う
）」の
堂
号
・

雅
号（
ど
ご
う
・
が
ご
う
）を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
水
墨
画
、

漢
字
の
部
、
臨
書
の
部
、
カ
ナ
の
部
等

の
免
許
も
取
得
し
ま
し
た
。
写
真
は
私

の
作
品
の
一
部
で
す
。

現
在
85
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
年

齢
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
書
道
教
室

を
開
い
て
、
故
郷
種
子
島
で
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
を
教
え
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

種
子
島
で
書
道
教
室
を
開
い
て
い
る

日
髙
興
一
郎
さ
ん
に
お
願
い
し
、

見
事
な
作
品
と
一
文
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

事務局
ＣＯＬＵМＮ


